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第１９７３回例会（2009 年 4 月 14 日） 

点鐘              田中会長 

ロータリーソング     「我等の生業」 

四つのテストの唱和    渡辺孝委員長 

会長挨拶            田中会長 

 

 本日は国際ロー

タリー・ニュース

より「世界的な金

融市場とそのロー

タリーへの影響に

関するご報告」を紹介します。ロータリアンの

皆さまということで「財務状況に関する 2 月 12

日のご報告以来、世界的な不況はさらに悪化し

ています。また、金融市場は暴落を続けていま

す。このような状況に伴い、ＲＩとロータリー

財団の投資状況にも影響が出ており、2 月 28 日

現在、ＲＩでは約 2,600 万米ドル、ロータリー

財団では約 2 億 2,200 万ドルの含み損（未実現

損失）が生じています。これまでの 2 週間に市

場は多少上向きになりましたが、それでも極め

て不安定な状況となっています。当面は現在の

経済状況が続き、奉仕団体や慈善団体にも課題

を突きつけるであろうと予想されています。ま

た、連邦準備金制度および財務省の方針が金融

市場に与える短期的・長期的影響は予測しがた

い状況となっています。 

 このような中で、ロータリーは幸いにも健全 

 

 

 

 

 

 

 

 

なキャッシュフローを維持しており、運営費に

充てる為に投資株を売る必要は生じておりませ

ん。会費やそのほかのサービス・活動からの収

入は前年度より増え、収入予算を上回っていま

す。また、財団へのロータリアンからの寄付も

昨年度と比べ 600 万ドル増えています。今会計

年度にはすべての不必要な裁量支出を削減した

ほか、次会計年度も、ロータリアンの皆さまと

クラブへの支援の質を落とすことなく、支出を

抑えていくために最善の努力を尽くしておりま

す。 

 財団の投資価値の大きな下落により、財団の

運営予備金が減少したことを受けて、管理委員

会は、現在の経済危機にもプログラム運営を続

けていくために、やむなく具体的な措置をとる

こととなりました。1 月の管理委員会会合で、

今会計年度の国際財団活動資金（ＷＦ）のプロ

グラム使用予算を 1,630 万ドル削減することを

決定しました。既に実施が予定されているプロ

グラムに資金を提供するとともに、このような

状況下で財団の長期目標を達成していくために、

今後、管理委員会は、2009－10 会計年度以降に

向けた措置について、さらに検討していく予定

です。」とのことです。 

幹事報告            大作幹事 

① 春日部イブニングロータリークラブ 15周年

記念式典のご案内がきております。 

日時  平成 21 年 5 月 17 日（日）13：00 

Rotary Club of SUGITO 
杉戸ロータリークラブ週報 

2008～2009 年度 RI のテーマ 

Ｍａｋｅ Ｄｒｅａｍｓ Ｒｅａｌ 

 

会長 田中昌夫 幹事 大作 茂  



 

 

会場  ウェディングパレス大榎 

登録料 1 人 10,000 円 

② 拉致被害者家族連絡会支援のお願いがきて

おります。 

③ 2008～09 年度ライラ研修セミナー【再】募
集についてがきております。 

④ ロータリー・リーダーシップ研究会（ＲＬ

Ｉ）パートⅠのご案内がきております。 

日時  2009 年 6 月 6 日（土）9：30～ 

場所  埼玉会館 

費用  1 人 4,000 円 

⑤「友」インターネット速報 Ｎｏ２４がきて

おります。 

⑥ 各クラブより例会変更がきております。 

委員会報告 

雑誌紹介            金子会員 

 

 今回は横書きはあまり興味のあるものがなく、

縦書きのみの紹介となります。 

まず２Ｐから６Ｐには（財）先端医療振興財

団理事長の井村裕夫氏の講演会の要旨が載って

おりますので、抜粋して紹介します。「高齢社会

とサクセスフルエージング」というテーマで、

たばこを吸わず、適当に運動をして太らないで、

アルコールを飲みすぎないでいれば、早く死ぬ

率を 80％くらいは防げます。精神的機能につい

ては、年を取れば確かに記憶力は落ちてきます

が、ほかの精神機能が同じように落ちていくわ

けでなく、判断力は年齢とともに上げって老い

て賢くなる面もあります。長い人生をよりよく

生きるようにしなければなりません。 

日本人の寿命は奈良時代には 22 歳、徳川時代

には 28 歳、初めて正確な寿命の調査がなされた

のが 100 年余り前、1898（明治 31）年で、その

とき男性の平均寿命が 42.8 歳、女性は 44.3 歳

でした。それ以降は年々と言っていいほど寿命

が延び、2004 年には男性が 78.6 歳、女性が 85.6

歳、2006 年には男性は 79 歳でしたし、女性も

86 歳に近づいております。では、どうして寿命

が延びたのかというと二つの大きな理由があり

ます。一つは乳幼児の死亡が減ったと言うこと、

一方では成人の死亡の減少です。明治の文豪二

人を例に挙げますと、森鴎外は 61 歳で、夏目漱

石は 49 歳で亡くなっています。漱石は胃潰瘍で

出血を繰り返して亡くなっています。今だった

ら、絶対に死にません。森鴎外は腎不全で亡く

なりましたが、今は透析療法がありますから、

腎不全になっても、10 年や 20 年は生きること

ができるわけです。現在の医療技術があれば、

この二人はもっと素晴らしい仕事ができたので

はないかと思います。 

健康で長生きする為には、どういうことをサ

クセスフルエージングと言うのか？ 

① 自立して生活できる健康。できればゴル

フ・水泳・散歩などの中程度の運動ができ

ること。 

② 正常な認知力・判断力。年を取ると記憶力
は落ちますが、判断力は年を取った方が良

くなっていくという面もある。 

③ 社会とのコミットメントの頻度。例えば仕

事をしている、あるいはボランティアでい

ろいろな活動をしている。 

さらに生活に困らないくらいの収入が必要だと

思います。・・・ということです。 

１６Ｐの「退会の弁」２０Ｐの「逆・四つのテ

スト」２８Ｐの「小学生芸術劇場を開催」も面

白い記事ですので、是非読んでみて下さい。 

卓話              黒岩会員 

 

《米国発経済危機による大不況 

 どうする？》 

 景気が悪く、政情不安という困難の真っ只中、



 

 

当社は 1900 年の創業以来初めての「当期利益が

78 億円の赤字」になる予想です。営業利益も 310

億円の黒字予想ですが前年比 57％の減益とな

りそうです。このような状況から判断すると

「100 年に一度の経済危機」というのも間違い

では無いのかな？・・・と思ってしまいます。 

 このように急激に市況が悪化するとモノが売

れなくなります。 

⇒すると在庫調整や生産調整をしなければなら

なくなります。 

⇒設備投資を控えます。 

⇒そして設備産業が受注激減し業績が悪化する

という悪循環で、下方修正・赤字企業が続出と

いう状況になります。ＳＯＮＹ、日立、東芝、

シャープ、ホンダ、日産自動車など軒並み当期

利益赤字や営業利益赤字となる見込みです。 

 当社の事業構造は、次の三つから成り立って

います。 

○情報系事業領域（商業印刷、出版印刷、証券

印刷、ｅ－ビジネス等） 

○生活環境系事業領域（パッケージ、建装材、

産業資材など） 

○エレクトロニクス系事業領域（液晶用カラー

フィルター、半導体用フォトマスク、電子回路

基盤、エッチングパーツなど） 

情報系の普通の印刷と言うのは、出版を除いて

比較的安定していますので、景気が上向けば多

分回復すると思います。しかし、インターネッ

トなどの影響で、出版はとても厳しい状況です。

生活環境系というのは、人間は食べないと生き

ていけないし、服や家がないと生活できません

から、不況になっても比較的落ち込まない分野

です。但し、壁紙などの建装材は、サブプライ

ムローン問題（米国バブル崩壊）などで大きく

落ち込んで、回復への道は険しいものとなって

います。エレクトロニクス系は、真っ先に物が

売れなくなります。液晶テレビは買わなくても

ブラウン管で十分ですし、パソコンなんてもう

それ程機能はアップしないから、壊れたら買え

ばいいし、中古でもいいかな？と思う方も多い

と思います。当社のエレクトロ事業を引っ張っ

てきたカラーフィルター事業は、急速な在庫調

整のため、設備償却費などの固定費が重くのし

かかり、営業赤字に転落。液晶テレビ価格は、

毎年 20～30％も下落し、３２インチテレビは米

国では 50 ドル、日本でも 7～8 万円という状況

です。液晶パネル価格も安くなり、当然のこと

ながらカラーフィルターも安くなります。性能

が良くても安くないと売れない状況ですから、

材料比率が高いものはお手上げになってしまい

ます。それ以前から半導体不況で、フォトマス

ク事業は赤字で、大幅な構造改革中です。 

 エレクトロニクス事業は、液晶カラーテレビ

や半導体市況の回復がないととても厳しい状況

です。この事業ははっきりと勝ち組と負け組み

に分かれることがあります。古くはソニーベー

タＶＳビクターＶＨＳのビデオの戦いとか、東

芝ＨＤ－ＤＶＤ対松下ソニーブルーレイディス

クの決着など、負けると巨額の費用がかかりま

す。このように電気業界では、不採算事業は撤

退とか売却というのは日常茶飯事でして、我々

はそのような業界にいるわけです。 

 厳しい時代には、企業の底力とか総合力が大

切です。我々研究開発に期待されるところが大

きく、何をやるかが重要で、その中で、今新規

参入すべき事業は何か？模索している状態です。

『国策には逆らうな』と言われるように、その

一つが、やはり『環境・エネルギー系』ではな

いかと思います。特に『太陽電池』『二次電池』 

『燃料電池』などの電池関連が有力でしょう。

何しろ、今いろいろなところに手を打っておき、

企業として存続できるように頑張っていきたい

と思います。杉戸町でいい仕事をして、業績向

上に努めたいと思いますので、これからも宜し

くお願いします。 

出席報告            仁部会員 
月日 会員数 出席 欠席 MU 出席率 

4/14 26 14 12 8 84% 

スマイル報告          仁部会員 
下津谷会員・・・桜花咲く中に夏日到来とはこ

れいかに？！・・・ 
仁部会員・・・万物すべて躍動し、自然の美し

さを味わうこの頃です。卓有難うございました。 
       本日投入額  １５，０００円  
       累計額   ６８５，５００円 


